
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.1５   令和３年１２月１日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

 

 

～ 読書月間の取組みを紹介します！！ ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

 

 

 

   
 

 

 読書の秋を迎え、１１月９日（火）～３０日（火） 

を読書月間とし、全校児童で読書に力を入れました。 

でも、たくさん読むことが大切なのではなく、自分

にどんな力や心が育つのか子供一人一人が自覚し、

生涯に亘って読書に親しもうとする基本的な態度を

醸成することが最も大切だと考えています。 

 では、読書にはどんな良さがあるのでしょうか？ 

・言葉の力を磨いたり、知識を広げたりできる。 

・想像力を働かせ、心が豊かになる。 

・登場人物の言動から、生き方を学ぶことができる。 

などなど・・・。みなさんも読書の良さを考え、読書

ライフを充実させてみてはいかがですか？ 
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児童会企画「宮小ウォークラリー」で、縦割り班の絆を深める！！ 

図書委員会の児童が、１～３年生に読み聞か
せを行いました。 

 児童の企画・運営力を伸ば
し、縦割り班内の絆を深める
ため、宮小ウォークラリーを
実施。複数のゲームをみんな
で楽しみ、班内の会話が弾み
ました。実施後には、1年生
からもたくさんの感想発表が
あり、企画の素晴らしさを物
語っていました。 

学区民の皆様向けに、本校スキー教室への参加・協力依頼のチラシを別にお配りしました。多くの皆様

方のご参加・ご協力をお待ちしております。 

給食の時間を利用し、担任外の
教職員が読み聞かせを実施。 

担任による読み聞かせ。目を輝か
せて聴いていました。 

分類番号を見て、多くの種類の
本を選び読みました。 

読書月間になると、本をよく読む人とあまり読
まない人の差が出てしまうことがわかりました。
あまり読まない人の性別や好みに合わせて、お薦
めの本を紹介することにも取り組みたいと思い
ます。  図書委員長 ６年 阿部日茉吏さん 

 

本を好きな子供たちは、互いに情報交換し読書
の幅を広げています。読書を通して登場人物の世
界に触れ、子供たちには多様な価値観を身につけ
て欲しいと願っています。 
        西澤亜希子 読書活動推進員 

 



 

 

非常災害に備える  ～初めて保護者引き渡し訓練を実施し、大きな成果～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

体育館に通学班ごと待機させ、お迎えに来た
方に、確認しながら確実に引き渡します。 

 １１月１７日（水）に、大規模な地震発生を想定

し、保護者引き渡し訓練を実施しました。初めてと

いうこともあり、子供たちはいつも以上に真剣。実

施後に、保護者から下記のようなご意見をたくさん

いただきました。 

○思ったよりも駐車場で混雑せず、スムーズに行動

することができた。 

○本当に起きた場合にどう対応するか、家族で話し

合う良い機会になった。 

 本校教職員にとっても、良いシミュレーションの機

会となりました。万が一の時にどう動くか子供も大人

も一人一人が考え行動できるよう、これからも研修し

ていきます。 


